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本研究のポイント

✓ 酸素 や水を原料とする過酸化水素 (H2O2) の高選択的な製造

✓ アリザリンレッドS (ARS) を介した電気化学反応プロセス

✓ 光触媒技術との融合で、駆動エネルギー源の大幅削減も期待
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過酸化水素 (H2O2)
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従来の製造法 ～ アントラキノン法 ～
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アリザリンレッドS (ARS)
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本研究の概要
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本研究の特徴・従来技術との比較



実験方法 (一例) ～ 電極作成 ～
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実験方法 (一例) ～ 電極反応 ～

カソード： FTO電極 or  MOx /FTO電極

アノード： Ptコイル (対極)

電解液： 0.1 M Na2HPO4 aq. (pH 9.1)

参照極： Ag/AgCl電極

雰囲気： O2 (500 mL minｰ1)

印加電圧： −0.750 V vs. Ag/AgCl (−0.014 V vs. RHE)

反応温度： < 5oC (氷浴下)

※ Ca, Ce or NiOx/FTO電極 without ARS：4.0, 2.0 or 0.5 C電気量： 3.0 C

＋ ARS (8.0 mM )

《 反応条件(カソード反応に着目した3極式)》
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反応結果 (一例) ～ カソード反応 ～
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反応結果 (一例) ～ カソード反応 ～
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カソード電極の特性評価 (一例)



まとめ (アピールポイント)
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想定される用途

✓ 消毒剤・殺菌剤・漂白剤・洗浄剤

✓ 産業用水･排水中の有機化合物の酸化分解処理

✓ 燃料電池によるエネルギー利用

“過酸化水素”の利用用途全般

バッチ式蓄積、オンサイト合成、流通式連続合成 ･･･ etc

《利用方法》
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従来の電解合成手法への適用に向けて･･･

実用化に向けた課題

✓ メカニズムの詳細解明

✓ 過酸化水素の濃縮 (高濃度利用の場合)

✓ アリザリンレッドS・電解質の分離

✓ 電解電圧の削減
⇒ 光アノード技術との融合で克服可能
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社会実装への道筋 ～カソード ～
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過酸化水素製造･利用に携わる企業との連携

企業への期待

✓ 経済性やコストシミュレーション

✓ スケールアップや連続的合成に向けた

課題点の洗い出し
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